
緊急帝王切開術　入院診療計画書（兼　患者様用クリニカルパス）

～

（ ） 症状

担当看護師

注1）病名等は現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくにしたがって変わり得るものです。

注2）入院期間は現時点で予想されるものです。

注3）ご不明点等ございましたらスタッフにお尋ねください

退院までに
聴力検査をしますお母さんの安静のため母児異

室になります。
いつでも面会できます。

代筆者署名 (続柄)

【ご本人が判断できない場合、または病状等により署名ができない場合は
　ご親族が患者氏名を代筆記入し、代筆者署名欄に署名してください】

・小児科診察
・K2シロップを
　飲みます

体重の増えが
よければ

退院になります

患者署名

小児科診察 新生児マススクリーニン
グと黄疸の採血をします

点滴で痛み止めを
使用しなければ点
滴の針を抜きます

・退院後の生活
　について
・搾乳について

次回の受診に
ついて

沐浴の方法に
ついて

（希望の方）

背中の管を
抜きます

・退院診察
・体重測定

退院

　　　　　　御祝い膳
（火曜・木曜・土曜の夕食のうち
　　　１回提供されます）

２日目 ５日目 ６日目 ７日目３日目 ４日目

採血

主治医 主治医以外の担当者

病名 手術 帝王切開術 手術日入力 特別な栄養管理リハビリテーション等の計画

説明日

患者番号 患者氏名 病棟/病室 4病棟 推定される入院期間

手術当日

看護師が許可をしたら水分を
とることができます。水分をとっ
た後持ち込みの食事摂取がで
きます。制限はありません。

 
        ベッド上・

弾性ストッキングを脱ぎ、足を
圧迫する器械をつけます。

背中の管から痛み止めが
持続的に注入されます

翌朝まで点滴をします

家族の方に手術についての
説明があります

手術後

背中の痛み止めの
管が抜けたらシャワー浴が
できます

制限なし

・体重測定

手術日入力

入室前 帰室後

水分・食事をとることが
できません

病衣に着替え弾性ストッキング
を履きます処置

注射

薬

説明･指導

赤ちゃんのこ

と

１日目

採血

朝から産科食

歩行を開始
病棟内でゆっくり
お過ごしください

歩けるようになったら器械を
外します。

背中の管は入れたままにしま
す。液が漏れるときは抜きま
す

点滴が修了しても痛みが強
ければ点滴の針は留置して
おきます

・母児同室について（お母さ
んの体調に応じて赤ちゃんを
お預かりします）
・育児/授乳方法について

・小児科診察
・K2シロップを飲みます
・体重測定と沐浴

水分開始から定期的に
痛み止の薬を飲みます。
痛みが強ければ頓服薬を飲みます。

点滴をします

検査

食事

清潔

活動

日付


